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ー
平
成
２４
年
５
月
請
求
分
か
ら
ー

伊
予
地
区
と
中
山
特
定
環
境
保
全

下
水
道
使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
汚
水
の
処
理

費
用
は
、
使
用
者
が
下
水
道
使
用
料
で
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
下
水
道
使
用
料
は
、
平
成

１９
年
に
改
定

し
、
現
在
ま
で
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
２１
年
度
決
算
で
は
、
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
事
業
の
財
政
・
経
営
状
況

使
用
料
改
定
の
必
要
性

　
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
現

改
定
ポ
イ
ン
ト
そ
の
①

基
本
料
金
の
改
定

　
下
水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
の
一
つ
の

目
安
と
し
て
、
１
㎥
当
た
り

１５０
円（
家
庭

使
用
料
３
０
０
０
円
／
２０
㎥
・
月
）
と
い

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
国
が
示
し
て
い
ま
す
。

市
の
基
本
料
金
は
、
小
口
使
用
者
、
単
身

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ

り
基
本
料
金
を
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

改
定
ポ
イ
ン
ト
そ
の
②

超
過
料
金
の
改
定

　
節
水
型
社
会
へ
の
指
向
に
よ
る
、
大

量
排
水
の
抑
制
お
よ
び
資
源
の
有
効

活
用
、
ま
た
、
汚
水
処
理
に
関
す
る
原

因
者
負
担
の
強
化
を
図
る
た
め
、
超
過

料
金
に
つ
い
て
は
、
使
用
量
の
増
加
に

応
じ
て
単
価
が
高
く
な
る「
累
進
使
用

料
制
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
累
進
使
用
料
の
単
価
が

高
額
に
な
る
と
負
担
の
公
平
性

を
阻
害
し
た
り
、
大
口
利
用
者
・

事
業
所
の
撤
退
や
縮
小
に
つ
な

が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、「
累
進
使
用

料
制
」を
維
持
し
ま
す
が
、
一
定

の
緩
和
を
行
い
、
ま
た
水
道
料

金
改
定
率
や
近
隣
市
町
の
設
定

金
額
も
参
考
に
超
過
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
明
確
な
経
営
目
標

と
見
通
し
を
持
っ
た
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
実
施
段
階
で
の

事
業
評
価
、
改
善
策
な
ど
を
検

下
水
道
事
業
の
経
営
改
善

汚水分の下水道処理費　６３３円

支出
起債の返済

４３５円

維持管理費

１９８円

収入
一般会計からの補てんなど

４９９円

下水道使用料

１３４円

（２１．２％）

伊予地区公共下水道の現状 （１㎥当たり）

汚水分の下水道処理費　３８５円

支出
起債の返済

２１０円

維持管理費

１７５円

収入
一般会計からの補てんなど

２５６円

下水道使用料

１２９円

（３３．５％）

大平地区農業集落排水の現状 （１㎥当たり）

汚水分の下水道処理費　７４０円

支出
起債の返済

５４７円

維持管理費

１９３円

収入
一般会計からの補てんなど

５９３円

下水道使用料

１４７円

（１９．９％）

中山地区特定環境保全
公共下水道の現状 （１㎥当たり）

の
繰
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
状
況

で
、
下
水
道
事
業
の
財
政
お
よ
び
経
営
状

況
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
、
使
用
水
量
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、

各
下
水
道
事
業
と
も
維
持
管
理
費
が
賄
え

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
大
き
く
依

存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
益
者
負

担
の
原
則
の
も
と
、
今
後
、
下
水
道
施
設

を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
ま
た
、
健
全
で

安
定
し
た
下
水
道
会
計
と
す
る
た
め
、
自

主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
維
持
管
理
費
に
占
め
る
使
用

料
収
入
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
要
因
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
他
市
町
の
料
金

と
比
較
し
た
場
合
、

１０
～

１５
％
低
く
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
基
本
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
す
が
、
小
口
使
用
者
や
高
齢

者
世
帯
な
ど
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
２
段
階
基
本
料
金
制
は
継
続
し
ま
す
。

排除

汚水量

使用料（現行）
改定後 適用

伊予地区 中山地区

１０㎥ １，５１０円 ２，３１０円 １，７８０円 基本料金５㎥まで

２０㎥ １，７６０円 ２，３１０円 ２，１００円 基本料金５㎥超１０㎥まで

４０㎥ ４，４５０円 ４，６２０円 ４，９１０円
一般家庭の利用形態の過半数

６０㎥ ７，５３０円 ７，５６０円 ８，１４０円

１００㎥ １４，６７０円 １４，２８０円 １５，６６０円 一般家庭の概ね上限

３００㎥ ５４，５７０円 ４９，９８０円 ５７，５６０円
主に営業用などの使用

５００㎥ ９５，８４０円 ８５，６８０円 １００，９２０円

伊予（大平・唐川地区含む）・中山特環処理区

改定による下水道使用料の試算表（２カ月）

区分 使用料区分
現行

（伊予地区）

現行

（中山地区）
改定後

一
般
汚
水

基本
料金

５㎥まで ７２０円 １，１００円 ８５０円

１０㎥まで ８４０円 １，１００円 １，０００円

超過
料金

１０㎥を超え２０㎥まで １２８円 １１０円 １３４円

２０㎥を超え３０㎥まで １４７円 １４０円 １５４円

３０㎥を超え５０㎥まで １７０円 １６０円 １７９円

５０㎥を超え１００㎥まで １８５円 １７０円 １９４円

１００㎥を超え２００㎥まで １９５円 １７０円 ２０５円

２００㎥を超えるもの １９８円 １７０円 ２０８円

湯屋 排除汚水量１㎥につき ３０円 ー ３０円

伊予（大平・唐川地区含む）・中山特環処理地区

－下水道使用料－　現行・改定比較表（月額）

討
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
経
営
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
下
水
道
使
用
料
収
入
確
保
の
た
め

に
、
徴
収
体
制
の
確
立
、
維
持
管
理
運
営

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
未
接
続
者

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
く
ら
し
を
ま
も
る
下
水
道

　
９
月
１０
日
は

「
下
水
道
の
日
」
で
す

◆
「
下
水
道
の
日
」
と
は
　

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
１
９
６
１
年
に

遅
れ
て
い
た
下
水
道
の
普
及
を
目
的

に
、
９
月

１０
日
を「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」と
し
て
定
め
た
こ
と
が
そ
の
始

ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ

た
１
９
０
０
年
か
ら
１
０
０
年
を
迎

え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、

２
０
０
１
年
が
２１
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の

年
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り
親

し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て「
下
水
道
の

日
」に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◆
下
水
道
の
役
割
を
知
っ
て
ま
す
か
？

　　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
台
所
、

風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た

水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
、
川
や
海
に
流
す

と
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
の
発
生

原
因
と
な
り
、
環
境
に
悪
い
影
響
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
こ
の
よ
う
な
汚
れ
た
水

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
川
や
海
を

美
し
い
状
態
に
保
ち
、
私
た
ち
の
清
潔

で
快
適
な
生
活
を
保
障
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
雨
水
を
排
除
し
て
、
水
害
か

ら
町
を
守
る
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
水
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
伊
予
市

は
水
資
源
の
少
な
い
地
域
で
す
。
大
切

に
使
う
た
め
に
、
一
度
使
わ
れ
た
水
を

き
れ
い
に
し
て
か
ら
自
然
に
戻
す
と
い

う
、
下
水
道
の
役
割
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。	

◆
点
検
や
清
掃
な
ど
に
訪
れ
る

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を
！

　「
排
水
設
備
の
点
検
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
点
検
や
清
掃

な
ど
の
勧
誘
を
強
引
に
行
っ
て
い
る
悪

質
な
業
者
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　

　
下
水
道
課（
内
線
５
７
６
・
５
８
５
・

５
８
６
）

（消費税込み）

（消費税抜き）


